
 

 

 

 

 

 

 

 

第 63 期 卒業生の益々の活躍を祈ります！ 

 

【在校生代表送辞 山根夢架さん】【 卒業生代表答辞 武繁遙人さん】 

 3 月 10 日(水)小春日和の中、第 63 回卒業証書授与式を行いました。中学校３年間は、思春期で

もあり、学習に部活動、生徒会活動、人間関係などいろいろあって、決して平坦ではなかったと思

います。特に今年の一年間は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、様々な行事や大会、活動等

が制限されたり中止になったりして、悔しい思いや辛い思いをすることが多かったと思います。し

かし、そんな困難な中でも挫けずに常に前向きに取り組んでいた姿を見ていたので、卒業生一人一

人卒業証書を渡す時は感慨深いものがありました。これから皆さんが成長していく後ろ姿をたくさ

んの人が期待を込めて見つめています。家族の皆さん、地域の方々、これまでお世話になった先生

方、そして私たち教職員。三刀屋中学校の卒業生という誇りをもって、進路先でも頑張ってほしい

と思います。 

 

 

 

 

【保護者の方は別室でリモート参観】        【最後の学活の様子】 

～志を高く 三刀屋中 ！～ 
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令和 2 年度学校評価について報告します。 

(回答選択 Ａ：そう思う Ｂ：ややそう思う Ｃ：あまり思わない Ｄ：思わない) 

【評価 ◎：90％以上 ○：70～89％ △：50～69％ ×：49％以下】 

  

生徒向け学校評価(集計) 

 

保護者向け学校評価(集計) 
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《生徒の評価より》 

○学校での生活は概ねよい傾向にあります。(質問：1～15) 

▲進んで発表しようとし、意欲を持って授業に参加できた。(質問 16)進んで学校図書館を利用し 

たり読書をしたりするようになった。(質問 18)チャレンジ(各種検定)を受けた(質問 23)等の主 

体的な取組の部分に課題があります。来年度から完全実施される新学習指導要領では、重視する 

評価の三要素として、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」を掲げ 

ており、生徒が主体的に取り組む授業改善を心がけていきたいと思います。 

  また、いじめをしないで学校生活を過した。(質問 22)が昨年度より下がっているので、人権教 

育、心の教育にさらに力を入れて取り組んでいきたいと思います。 

《保護者の評価より》 

○学校からの情報発信(質問 1)、生徒の身だしなみ(質問 9)、部活動の取組(質問 18)、経済的な負 

担(質問 23)は高い評価をいただいています。 

▲コロナ禍の影響もあり生徒の家庭での過ごし方に課題があるようです。(質問 13～15)家庭と学 

校が連携して取り組んでいきたいと思います。 

▲学校として改善・努力を求められている点については、保護者、生徒との連携強化と双方向のコ 

ミュニケーションを心がけていきたい。(質問 2，3、19～22) 

▲また、生徒同様、家庭と連携して人権教育、心の教育にさらに力を入れて取り組んでいきたいと 

思います。 

 

 

 

 

本県では「性の多様性が認められる学校づくり～

自分らしさ・その人らしさを大切にする学校づくり

～」を推進しており、2月 26 日(金)に本校の卒業生

である多賀法華さん(現雲南市議会議員)に 2 年 1 組

で人権に関する授業を行っていただきました。 

生徒はこれまでの学習で、「性(こころとからだ)」

について、いろいろな思いや感じ方があることを学

んでおり、本時では『性の多様性』について授業を 

   【2 年 1 組での授業の様子】    行っていただきました。授業では、パワーポイント

を使って分かりやすく説明していただき、これからの人生では『価値観を認め合うことで、一人 

一人の幸せは何かを追求し、みんなが過ごしやすい社会を創っていくこと』、『大事なことは、自

分で見て聞いて考えて動くこと』、『如己愛人の精神 自分も主役であり、相手も主役』等を熱く

語っていただきました。この授業の様子はオンデマンドの形で、全学級で実施しました。 

《生徒の感想より》 

○ 自分が思っているよりも、性別についてや身体について不安をもっている人が多いことが分 

かりました。自分が相手の変化に気づくことが出来たなら話を聞いたり、サポートしたりして 

いきたいです。 

 ○ 私は、LGBT について人ごとではないなと思いました。もしかしたら、すぐ近くに悩んでいる 

人がいるかもしれないし、今は気づいていなくても自分だってその立場になるかもしれないと 

思ったからです。 

人権学習 



 

 

 

 

3 月 11 日(木)は、東日本大震災があった日。あの未曾有の被害を引き起こした大震災から 10 

年の歳月が過ぎました。この間、家屋や道路、防波堤などインフラ面は次々と整備されていま 

すが、地域のコミュニティーは失われたまま、人々の心の傷は癒えてはいません。 

3 月 11 日といえば、学校では卒業式のシーズン。多くの児童・生徒が新しい生活に希望と 

夢をもって楽しみにしていたと思います。それが、一瞬にして家族、兄弟、姉妹、友達の尊い 

命が奪われてしまいました。三刀屋中学校では、東日本大震災で亡くなられた方々を追悼する 

とともに更なる復興へ向けての願いを込めて黙祷を行いました。 

                【各教室の黙祷の様子】 

 

 

 

 

3 月 5 日(金)に三刀屋中学校 PTA 臨時役員会を行いま

した。本来ならば、役員・常任委員合同会を行う予定でし

たが、全員参加となると 70 名近い役員さんが集まることに

なり、大変密な状況になるため常任委員、学年委員の方に

は委任状により令和 2 年度の決算及び監査報告の承認をし

ていただきました。 

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の対応のた

め、PTA 活動の多くが中止又は活動内容を変更して実施し

ていただきました。ワクチンの予防接種も始まっています 

【臨時役員会の様子】    が、来年度も新型コロナウイルス感染拡大を防止しながら 

 の活動となるため、各部の活動内容の見直しを行いました。また、加えて今後も多数の役員の方 

に集まっていただくことは困難と考え、規約の改正を行い承認していただきました。 

 

3 月 9 日(火)に 3 年間、無遅刻、無欠席の皆勤賞の人を表彰しました。 

今年度は 9名、体調管理をしながら 3年間よく頑張ったと思います。 

 

《皆勤賞の人》 内田惇之亮さん、落合 創也さん、清水 萌花さん、高橋 奏太さん 

石飛 拓人さん、加藤 輝大さん、難波 祥太さん、松尾 果歩さん 

森山 礼菜さん 

三刀屋中学校 PTA 臨時役員会 

3.11 東日本大震災  

皆勤賞 


